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(57)【要約】
　第１のポート（２．６）および第２のポート（２．７
）を有するケース（２．１）と、ケース（２．１）内に
回転可能に配置され、ニードル・アセンブリの収納ユニ
ット（１）を支持するように適合された第１のスプール
（１．７．１）と、ケース（２．１）内に回転可能に配
置され、ニードル・アセンブリの収納ユニット（１）を
支持するように適合された第２のスプール（１．７．２
）と、第１のスプール（１．７．１）または第２のスプ
ール（１．７．２）を回転させ、第１のポート（２．６
）および第２のポート（２．７）を越えて収納ユニット
（１）を前進させるように適合されたアクチュエータ（
２．３）とを備える、ニードル・アセンブリ収納デバイ
ス（２）が記載される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のポート（２．６）および第２のポート（２．７）を有するケース（２．１）と；
　該ケース（２．１）内に回転可能に配置され、ニードル・アセンブリの収納ユニット（
１）を支持するように適合された第１のスプール（１．７．１）と；
　該ケース（２．１）内に回転可能に配置され、該ニードル・アセンブリの該収納ユニッ
ト（１）を支持するように適合された第２のスプール（１．７．２）と；
　該第１のスプール（１．７．１）または該第２のスプール（１．７．２）を回転させ、
該第１のポート（２．６）および該第２のポート（２．７）を越えて該収納ユニット（１
）を前進させるように適合されたアクチュエータ（２．３）と：
を備えるニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項２】
　ケース（２．１）内で第１のポート（２．６）に隣接して配置された分離器（２．４）
をさらに備え、該分離器（２．４）は、ニードル・アセンブリを取り囲む容器（１．５）
を分離するように適合される：
請求項１に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項３】
　ケース（２．１）内で第２のポート（２．７）に隣接して配置された少なくとも１つの
ローラ（２．５）をさらに備え、該少なくとも１つのローラ（２．５）は、容器（１．５
）内でニードル・アセンブリを再び巻き取るように適合される：
請求項２に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項４】
　ケース（２．１）内で第１のポート（２．６）に隣接して配置されたスリーブ止め具（
２．１０）をさらに備え、該スリーブ止め具（２．１０）は、ニードル・アセンブリのう
ちの所与の１つが第１のポート（２．６）と位置合わせされたときに該ニードル・アセン
ブリのうちの所与の１つに解放可能に係合するように適合される：
請求項１～３のいずれか１項に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項５】
　ケース（２．１）内で第１のポート（２．６）に隣接して配置されたニードル止め具（
２．１１）をさらに備え、該ニードル止め具（２．１１）は、ニードル・アセンブリのう
ちの所与の１つが第１のポート（２．６）と位置合わせされたときに該ニードル・アセン
ブリのうちの所与の１つに係合するように適合される：
請求項１～４のいずれか１項に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項６】
　第１のポート（２．６）および第２のポート（２．７）を選択的に覆うように適合され
た第１のカバー（２．９．１）および第２のカバー（２．９．２）をさらに備える：
請求項１～５のいずれか１項に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項７】
　第１のカバー（２．９．１）は、ニードル・アセンブリのうちの所与の１つが第１のポ
ート（２．６）と位置合わせされる前に該ニードル・アセンブリのうちの所与の１つに係
合するように適合された脚部（２．１２）を含む、請求項６に記載のニードル・アセンブ
リ収納デバイス（２）。
【請求項８】
　ケース（２．１）に対するニードル・アセンブリのうちの所与の１つの動きにより、該
ニードル・アセンブリのうちの所与の１つは、脚部（２．１２）および第１のカバー（２
．９．１）を押して第１のポート（２．６）を露出させる、請求項７に記載のニードル・
アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項９】
　第１のカバー（２．９．１）に付勢力を印加するように適合された第１のばね（２．１
７）と；
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　第２のカバー（２．９．２）に付勢力を印加するように適合された第２のばね（２．１
８）と
をさらに備える：請求項６に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項１０】
　第１のカバー（２．９．１）上の第１の突起（２．９．１．１）に解放可能に係合する
ように適合された第１のフック（２．１５．１）、および第１のポート（２．６）に隣接
して配置され、注射デバイス（３）に係合するように適合された第１の制御要素（２．１
３）を含む、ケース（２．１）にカップリングされた第１の弾性制御アーム（２．１５）
と；
　第２のカバー（２．９．２）上の第２の突起（２．９．２．１）に解放可能に係合する
ように適合された第２のフック（２．１６．１）、および第２のポート（２．７）に隣接
して配置され、注射デバイス（３）に係合するように適合された第２の制御要素（２．１
４）を含む、ケース（２．１）にカップリングされた第２の弾性制御アーム（２．１６）
と：
をさらに備える、請求項６に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項１１】
　注射デバイス（３）が第１の制御要素（２．１３）に係合するとき、第１の制御アーム
（２．１５）は偏向し、第１のフック（２．１５．１）は第１の突起（２．９．１．１）
を係合解除し、第１のカバー（２．９．１）は、第１のばね（２．１７）の付勢力を受け
てケース（２．１）に対して変位されて第１のポート（２．６）を覆う、請求項９または
１０に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項１２】
　注射デバイス（３）が第２の制御要素（２．１４）に係合するとき、第２の制御アーム
（２．１６）は偏向し、第２のフック（２．１６．１）は第２の突起（２．９．２．１）
を係合解除し、第２のカバー（２．９．２）は、第２のばね（２．１８）の付勢力を受け
てケース（２．１）に対して変位されて第２のポート（２．７）を覆う、請求項９または
１０に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（２）。
【請求項１３】
　少なくとも１つの弾性クリップ（１．３．３）を有する取付けスリーブ（１．３）と；
　該少なくとも１つの弾性クリップ（１．３．３）に係合するように適合されたニードル
・ハブ（１．１）を有する針（１．１．２）と；
　該ニードル・ハブ（１．１）を該取付けスリーブ（１．３）に取り外し可能にカップリ
ングさせる少なくとも１つのウェブ（１．３．１）と：
を備える、請求項１～１２のいずれか１項に記載のニードル・アセンブリ収納デバイス（
２）とともに使用するためのニードル・アセンブリ用の収納ユニット（１）。
【請求項１４】
　ニードル・ハブ（１．１）は、針（１．１．２）が取付けスリーブ（１．３）に対して
遠位方向に動くときには弾性クリップ（１．３．３）を偏向させ、針（１．１．２）が取
付けスリーブ（１．３）に対して近位方向に動くときには該弾性クリップ（１．３．３）
に当接するように適合された部分（１．１．１．１）を含む、請求項１３に記載の収納ユ
ニット（１）。
【請求項１５】
　取付けスリーブ（１．３）のアレイを含み、連続する取付けスリーブ（１．３）は、可
撓性カプラ（１．４）によってカップリングされる、請求項１３に記載の収納ユニット（
１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い切りのニードル・アセンブリ用の収納デバイスに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　糖尿病のような疾病を患っている患者は、注射を頻繁に自己投与しなければならない。
注射の自己投与を容易にするために、自動注射器またはペン注射器のような注射デバイス
が開発されてきた。通常、そのような注射デバイスには、感染症のリスクを最小にするた
めに、各注射用に滅菌した使い捨てのニードル・アセンブリが装備されている。
【０００３】
　従来のニードル・アセンブリは、注射デバイスに係合するハブと、ハブにカップリング
された両頭針と、見えないように針を隠し、注射後に針の注射端を覆うばね付勢式のニー
ドル・シールドとからなる。従来のニードル・アセンブリはまた、針の滅菌状態を維持し
て不注意による作動を防止するために、保護キャップを含む。従来のニードル・アセンブ
リは、しばしば箱の中に、固定せずにパッケージされる。したがって、患者は、移動時に
ニードル・アセンブリ（および中針処分ユニット（ｓｈａｒｐｓ　ｄｉｓｐｏｓａｌ　ｕ
ｎｉｔ））の箱を持ち運ぶ必要がある。同様に、ニードル・アセンブリを固定せずにパッ
ケージした場合、利用可能な梱包空間を最適に使用することができない。したがって、使
い切りのニードル・アセンブリが必要とされている。
【０００４】
　さらに、従来のニードル・アセンブリは通常、ねじ山によって注射デバイスに係合して
おり、患者はニードル・アセンブリと注射デバイスを手動で係合および係合解除する必要
がある。しかし、患者が使い切りの針を手動で除去する必要がある場合、それには負傷の
リスクが伴うことがあり、いずれにしても、患者（特に、患者が器用さまたは視覚の問題
を有する場合）が使い切りの針を操作することは困難なことがある。したがって、使い切
りのニードル・アセンブリ用の収納デバイスが必要とされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、使い切りのニードル・アセンブリ用の収納デバイスを提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　例示的な実施形態では、本発明によるニードル・アセンブリ収納デバイスは、第１のポ
ートおよび第２のポートを有するケースと、ケース内に回転可能に配置され、ニードル・
アセンブリの収納ユニットを支持するように適合された第１のスプールと、ケース内に回
転可能に配置され、ニードル・アセンブリの収納ユニットを支持するように適合された第
２のスプールと、第１のスプールまたは第２のスプールを回転させ、第１のポートおよび
第２のポートを越えて収納ユニットを前進させるように適合されたアクチュエータとを備
える。
【０００７】
　例示的な実施形態では、ニードル・アセンブリ収納デバイスは、ケース内で第１のポー
トに隣接して配置された分離器をさらに備える。分離器は、ニードル・アセンブリを取り
囲む容器を分離するように適合される。ケース内には、第２のポートに隣接して少なくと
も１つのローラが配置され、少なくとも１つのローラは、容器内でニードル・アセンブリ
を再び巻き取るように適合される。
【０００８】
　例示的な実施形態では、ニードル・アセンブリ収納デバイスは、ケース内で第１のポー
トに隣接して配置されたスリーブ止め具をさらに備える。スリーブ止め具は、ニードル・
アセンブリのうちの所与の１つが第１のポートと位置合わせされたときにニードル・アセ
ンブリのうちの所与の１つに解放可能に係合するように適合される。
【０００９】
　例示的な実施形態では、ニードル・アセンブリ収納デバイスは、ケース内で第１のポー
トに隣接して配置されたニードル止め具をさらに備え、ニードル止め具は、ニードル・ア
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センブリのうちの所与の１つが第１のポートと位置合わせされたときにニードル・アセン
ブリのうちの所与の１つに係合するように適合される。
【００１０】
　例示的な実施形態では、ニードル・アセンブリ収納デバイスは、第１のポートおよび第
２のポートを選択的に覆うように適合された第１のカバーおよび第２のカバーをさらに備
える。第１のカバーは、ニードル・アセンブリのうちの所与の１つが第１のポートと位置
合わせされる前にニードル・アセンブリのうちの所与の１つに係合するように適合された
脚部を含む。ケースに対するニードル・アセンブリのうちの所与の１つの動きにより、ニ
ードル・アセンブリのうちの所与の１つは、脚部および第１のカバーを押して第１のポー
トを露出させる。例示的な実施形態では、ニードル・アセンブリ収納デバイスは、第１の
カバーに付勢力を印加するように適合された第１のばねと、第２のカバーに付勢力を印加
するように適合された第２のばねとをさらに備える。例示的な実施形態では、ニードル・
アセンブリ収納デバイスは、ケースにカップリングされた第１の弾性制御アームをさらに
備える。第１の制御アームは、第１のカバー上の第１の突起に解放可能に係合するように
適合された第１のフックと、第１のポートに隣接して配置され、注射デバイスに係合する
ように適合された第１の制御要素とを含む。例示的な実施形態では、ニードル・アセンブ
リ収納デバイスは、ケースにカップリングされた第２の弾性制御アームをさらに備える。
第２の制御アームは、第２のカバー上の第２の突起に解放可能に係合するように適合され
た第２のフックと、第２のポートに隣接して配置され、注射デバイスに係合するように適
合された第２の制御要素とを含む。注射デバイスが第１の制御要素に係合するとき、第１
の制御アームは偏向し、第１のフックは第１の突起を係合解除し、第１のカバーは、第１
のばねの付勢力を受けてケースに対して変位されて第１のポートを覆う。注射デバイスが
第２の制御要素に係合するとき、第２の制御アームは偏向し、第２のフックは第２の突起
を係合解除し、第２のカバーは、第２のばねの付勢力を受けてケースに対して変位されて
第２のポートを覆う。
【００１１】
　例示的な実施形態では、本発明による収納ユニットは、少なくとも１つの弾性クリップ
を有する取付けスリーブと、少なくとも１つの弾性クリップに係合するように適合された
ニードル・ハブを有する針と、ニードル・ハブを取付けスリーブに取り外し可能にカップ
リングさせる少なくとも１つのウェブとを備える。ニードル・ハブは、針が取付けスリー
ブに対して遠位方向に動くときには弾性クリップを偏向させ、針が取付けスリーブに対し
て近位方向に動くときには弾性クリップに当接するように適合された部分を含む。収納ユ
ニットは、取付けスリーブのアレイを含み、連続する取付けスリーブは、可撓性カプラに
よってカップリングされる。
【００１２】
　本発明のさらなる適用可能範囲は、後述する詳細な説明から明らかになるであろう。し
かし、本発明の精神および範囲内の様々な変更および修正がこの詳細な説明から当業者に
は明らかになるため、本発明の好ましい実施形態を示す詳細な説明および特有の例は、例
示のみを目的として記載されていることを理解されたい。
【００１３】
　本発明は、後述する詳細な説明、および例示のみを目的として記載されており、したが
って本発明を限定するものではない添付の図面から、より詳細に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】本発明の例示的な実施形態による未使用のニードル・アセンブリの上面図であ
る。
【図１Ｂ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ用の収納ユニットの斜
視図である。
【図１Ｃ】本発明の例示的な実施形態による収納ユニットの断面図である。
【図２Ａ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの半透明
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の上面図である。
【図２Ｂ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図３】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスのインター
フェースの断面図である。
【図４Ａ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図４Ｂ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図４Ｃ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図５】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスのインター
フェースの断面図である。
【図６Ａ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図６Ｂ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図６Ｃ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【図６Ｄ】本発明の例示的な実施形態によるニードル・アセンブリ収納デバイスの上面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　すべての図において、対応する部材を同じ参照記号で示す。
【００１６】
　図１Ａ、図１Ｂ、および図１Ｃは、本発明の例示的な実施形態による使い切りのニード
ル・アセンブリ用の収納ユニット１を示す。
【００１７】
　図１Ｃに示すように、例示的な実施形態では、収納ユニット１は、複数の未使用のニー
ドル・アセンブリ１．１のアレイとして形成される。以下でさらに説明するように、収納
ユニット１はまた、使用済みのニードル・アセンブリ１．１’を収容することが可能であ
る。ニードル・アセンブリ１．１、１．１’は、取付けスリーブ１．３内に個々に取り付
けて、容器１．５、たとえばブリスタ・パックまたは他のパッケージ内に個々または集合
的に巻き取ることができる。容器１．５は、すべてのニードル・アセンブリ１．１、１．
１’を密閉するように封止することができ、またはニードル・アセンブリ１．１、１．１
’を個々に密閉するように封止することができる。
【００１８】
　例示的な実施形態では、連続する取付けスリーブ１．３は、可撓性カプラ１．４によっ
てカップリングされ、可撓性カプラ１．４は、連続する取付けスリーブ１．３を互いに対
して回転させることを可能にすることができる。可撓性カプラ１．４はまた、収納ユニッ
ト１を螺旋状に構成すること、または折り畳むことを可能にすることができる。
【００１９】
　例示的な実施形態では、ニードル・アセンブリ１．１、１．１’は、遠位先端部および
近位先端部を有する針１．１．２と、針１．１．２にカップリングされたニードル・ハブ
１．１．１とを含む。ニードル・ハブ１．１．１は、薬剤送達デバイス上のアダプタに係
合するように適合された近位部分と、取付けスリーブ１．３上に形成された弾性保持クリ
ップ１．３．３に係合するように適合された遠位部分１．１．１．１とを含むことができ
る。遠位部分１．１．１．１は、Ｌ字状、Ｔ字状、ディスク状、または保持クリップ１．
３．３に係合するための横方向に延びるフックもしくはアームを含む任意の他の形状とす
ることができる。例示的な実施形態では、図１Ｃによれば、保持クリップ１．３．３は、
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取付けスリーブ１．３にヒンジでカップリングされ、非偏向位置では、取付けスリーブ１
．３内のチャネル１．３．２を少なくとも部分的に遮る。ニードル・アセンブリ１．１の
使用前には、遠位部分１．１．１．１は、保持クリップ１．３．３に当接するが、保持ク
リップ１．３．３のヒンジ内のばね力により、保持クリップ１．３．３が偏向するのが防
止される。使用後には、ニードル・アセンブリ１．１’が取付けスリーブ１．３に戻され
るとき、ニードル・アセンブリ１．１’は取付けスリーブ１．３に対して遠位側に押し込
まれ、遠位部分１．１．１．１は保持クリップ１．３．３を径方向に偏向させる。遠位部
分１．１．１．１が保持クリップ１．３．３を通した後、保持クリップ１．３．３は非偏
向位置に戻り、取付けスリーブ１．３からのニードル・アセンブリ１．１’の後退を防止
する（遠位部分１．１．１．１に当接することによる）。
【００２０】
　例示的な実施形態では、図１Ａに示す１つまたはそれ以上の破断可能なウェブ１．３．
１をニードル・ハブ１．１．１および取付けスリーブ１．３にカップリングすることによ
って、ニードル・アセンブリ１．１を取付けスリーブ１．３に対して使用前の位置で維持
することができる。ニードル・アセンブリ１．１が薬剤送達デバイス上のアダプタによっ
て係合されるとき、送達デバイスを近位方向に引っ張ることで、ウェブ１．３．１は破断
し、ニードル・アセンブリ１．１を取付けスリーブ１．３から引き離すことが可能になる
。
【００２１】
　図２Ａは、本発明によるニードル・アセンブリ収納デバイス２の例示的な実施形態の断
面図を示す。収納デバイス２は、空胴を画定するケース２．１を含む。ケース２．１内の
第１の領域２．１．１内には、第１のスプール１．７．１が、収納ユニット１をほどくよ
うに回転可能に配置され、ケース２．１内の第２の領域２．１．２内には、第２のスプー
ル１．７．２が、収納ユニット１を巻くように回転可能に配置される。例示的な実施形態
では、スプール１．７．１、１．７．２は、スプール１．７．１、１．７．２が１つの角
度方向のみに確実に回転するように、ばね懸架式とすることができ、または歯止めを含む
ことができる。したがって、使用済みのニードル・アセンブリ１．１’にアクセスするこ
とはできない。
【００２２】
　例示的な実施形態では、ケース２．１は、使用済みの収納ユニット１を交換できるよう
に、着脱可能なカバーを有することができる。別の例示的な実施形態では、ケース２．１
をロックで閉鎖して、空胴２．３へのアクセスを防止することができる。この例示的な実
施形態では、収納デバイス２を使い捨てとすることができる。
【００２３】
　例示的な実施形態では、収納ユニット１は、螺旋状に配置することができる。収納ユニ
ット１をケース内に設置するために、容器１．５の後端部を第１のスプール１．７．１に
カップリングすることができ、容器１．５の前端部を分離器２．４の上へ送り出して容器
１．５の分離を開始し、未使用のニードル・アセンブリ１．１へのアクセスを提供するこ
とができる。次いで、前端部を１つまたはそれ以上のローラ２．５に通して、第２のスプ
ール１．７．２にカップリングさせることができる。
【００２４】
　収納ユニット１が設置されたとき、ニードル・アセンブリ１．１は、図２Ｂに示すアク
チュエータ２．３の作動によって前進させることができる。例示的な実施形態では、アク
チュエータ２．３は、第２のスプール１．７．２にカップリングされたノブであり、した
がってノブを回転させることで、第２のスプール１．７．２上に収納ユニット１を巻き、
第１のスプール１．７．１から収納ユニット１をほどく。別の例示的な実施形態では、ア
クチュエータ２．３は、レバー、トリガ、ならびに／または収納ユニット１を前進させる
ための任意の他の手動式デバイスおよび／もしくは自動デバイス（たとえば、モータ）と
することができる。例示的な実施形態では、アクチュエータ２．３は、逆方向の作動を防
止するために、歯止めを含むことができ、またはばね懸架式とすることができる。例示的
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な実施形態では、アクチュエータ２．３は、ニードル・アセンブリ１．１を位置決めする
ために作動ごとに収納ユニット１をステップ長さだけ前進させるようなステッピング機構
（ｓｔｅｐｐｉｎｇ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）を含むことができる。
【００２５】
　図３は、未使用のニードル・アセンブリ１．１へのアクセスを提供し、使用済みのニー
ドル・アセンブリ１．１’の返却を可能にする収納デバイス２上のインターフェース２．
１．３の例示的な実施形態を示す。インターフェース２．１．３は、未使用のニードル・
アセンブリ１．１へのアクセスを提供するように適合された第１のポート２．６と、収納
ユニット１への使用済みのニードル・アセンブリ１．１’の返却を実現するように適合さ
れた第２のポート２．７とを含む。通常、ポート２．６、２．７はどちらも、注射デバイ
ス３を受けるように構成される。たとえば、ポート２．６、２．７は、ニードル・アセン
ブリを係合および係合解除するように注射を正しい向きにする位置合わせ特性（たとえば
、注射デバイス３の形状／寸法に対応する当接部、幾何学的な表面）を有することができ
る。
【００２６】
　注射デバイス３が未使用のニードル・アセンブリ１．１に係合するとき、注射デバイス
３は、ケース２．１に当接するまで第１のポート２．６内へ挿入することができる。ケー
ス２．１内で第１のポート２．６に隣接して形成された弾性スリーブ止め具２．１０（図
２Ａに示す）は、未使用のニードル・アセンブリ１．１を収容する次の利用可能な取付け
スリーブ１．３を止めて、第１のポート２．６と位置合わせすることができ、ケース２．
１内で第１のポート２．６に隣接して形成されたニードル止め具２．１１は、次の利用可
能な未使用のニードル・アセンブリ１．１を止めて、第１のポート２．６と位置合わせす
ることができる。注射デバイス３が第１のポート２．６内へ押し込まれるとき、弾性クリ
ップ１．３．３およびウェブ１．３．１は、注射デバイス３によって未使用のニードル・
アセンブリ１．１に印加されるあらゆる下方への力に耐えるのに十分な力を提供する。し
たがって、注射デバイス３は、未使用のニードル・アセンブリ１．１に係合し（たとえば
、ニードル・ハブ１．１．１に係合することによる）、注射デバイス３が第１のポート２
．６から除去されるとき、ウェブ１．３．１は破断し、ニードル・アセンブリ１．１を取
付けスリーブ１．３から引き離すことが可能になる。
【００２７】
　注射デバイスが使用済みのニードル・アセンブリ１．１’を係合解除するとき、注射デ
バイス３は、ケース２．１に当接するまで第２のポート２．７内へ挿入することができる
。注射デバイス３が第２のポート２．７内へ押し込まれるとき、弾性クリップ１．３．３
が偏向した後、ニードル・ハブ１．１．１の遠位部分１．１．１．１が弾性クリップ１．
３．３を迂回する。次いで、注射デバイス３’が第２のポート２．７から引き離されたと
き、弾性クリップ１．３．３は非偏向位置に戻り、ニードル・ハブ１．１．１の遠位部分
１．１．１．１に係合し、使用済みのニードル・アセンブリ１．１’を注射デバイス３か
ら分離する。
【００２８】
　図４Ａ、図４Ｂ、および図４Ｃは、カバー機構の例示的な実施形態を示す。例示的な実
施形態では、カバー機構は、ケース２．１上のチャネル２．８内に摺動可能に配置された
２つのカバー２．９．１、２．９．２を含む。カバー２．９．１、２．９．２は、第１の
ポート２．６および第２のポート２．７を選択的に覆うように適合される。カバー２．９
．１、２．９．２は、長さＬ１を有することができ、チャネル２．８は、チャネル２．８
内のカバー２．９．１、２．９．２の動きを可能にするために、Ｌ１の３倍の長さＬ２を
有することができる。別の例示的な実施形態では、チャネル２．８の全体的な長さＬ２は
、Ｌ１の２倍にＬ１より短いがポートの直径より大きい追加の長さＬ３を足した値とする
ことができる。
【００２９】
　図４Ａに示すように、第１のカバー２．９．１は、チャネル２．８内で第１のポート２
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．６を覆う第１の区間２．８．１内に位置し、第２のカバー２．９．２は、チャネル２．
８内で第２のポート２．７を覆う第２の区間２．８．２内に位置し、チャネル２．８内の
第３の区間２．８．３は、占有されていない。第３の区間２．８．３は、長さＬ１より短
い長さＬ３を有することができる。長さＬ３は、それぞれのポート２．６、２．７の直径
に対応することができる。
【００３０】
　未使用のニードル・アセンブリ１．１へのアクセスが望ましいとき、図４Ｂに示すよう
に、第１のカバー２．９．１および第２のカバー２．９．２を第３の区間２．８．３の方
へ動かして、第１のポート２．６を露出させることができる。使用済みのニードル・アセ
ンブリ１．１’を破棄するために第２のポート２．７へのアクセスが望ましいとき、図４
Ｃに示すように、第１のカバー２．９．１は、第１の区間２．８．１へ戻すことができ、
第２のカバー２．９．２は、第３の区間２．８．３へ動かすことができる。
【００３１】
　例示的な実施形態では、アクチュエータ２．３は、カバー２．９．１、２．９．２に動
作可能にカップリングすることができる。たとえば、カバー２．９．１、２．９．２を摺
動させて第１のポート２．６を見せることで、収納ユニット１を次の利用可能な未使用の
ニードル・アセンブリ１．１へ１ステップだけ前進させることができ、カバー２．９．１
、２．９．２を摺動させて第２のポート２．７を見せることで、収納ユニット１を次の利
用可能な空の取付けスリーブ１．３へ１ステップだけ前進させることができる。
【００３２】
　図５は、収納ユニット１の動きとともにカバー２．９．１、２．９．２を動かす機構の
例示的な実施形態を示す。第１のカバー２．９．１には脚部２．１２がカップリングされ
、未使用のニードル・アセンブリ１．１が第１のポート２．６に隣接しているとき、その
未使用のニードル・アセンブリ１．１用のニードル・ハブ１．１および／または取付けス
リーブ１．３に当接するように適合される。収納ユニット１が前進し、取付けスリーブ１
．３が第１のポート２．６と位置合わせされると、脚部２．１２は前進している収納ユニ
ット１と同じ方向に押し込まれ、それによって、図５に示すように、第１のカバー２．９
．１を変位させて第１のポート２．６を見せる。
【００３３】
　図６Ａ～６Ｄは、カバー２．９．１、２．９．２用の解放機構の例示的な実施形態を示
す。図６Ａは、それぞれの第１のポート２．６および第２のポート２．７を覆うカバー２
．９．１、２．９．２を示す。この例示的な実施形態では、第１のカバー２．９．１は、
チャネル２．８に隣接して配置された第１の弾性制御アーム２．１５上の第１のフック２
．１５．１に係合するように適合された第１の突起２．９．１．１を含み、第２のカバー
２．９．２は、チャネル２．８に隣接して配置された第２の弾性制御アーム２．１６上の
第２のフック２．１６．１に係合するように適合された第２の突起２．９．２．１を含む
。第１のカバー２．９．１は、第１のばね２．１７にカップリングされ、第２のカバーは
、第２のばね２．１８にカップリングされる。
【００３４】
　図６Ｂに示すように、収納ユニット１が前進するとき、次の未使用のニードル・アセン
ブリ１．１用のニードル・ハブ１．１および／または取付けスリーブ１．３は、脚部２．
１２に当接して脚部２．１２を押し込み、同時に脚部２．１２は、カバー２．９．１、２
．９．２を変位させて第１のポート２．６を見せる。カバー２．９．１、２．９．２が変
位されると、ばね２．１７、２．１８は圧縮される。
【００３５】
　図６Ｃに示すように、カバー２．９．１、２．９．２が変位されて第１のポート２．６
を完全に見せたとき、突起２．９．１．１、２．９．２．１は、制御アーム２．１５、２
．１６上のフック２．１５．１、２．１６．１に係合している。突起２．９．１．１、２
．９．２．１とフック２．１５．１、２．１６．１の係合により、カバー２．９．１、２
．９．２がばね２．１７、２．１８の力を受けて動くのを防止する。
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【００３６】
　注射デバイス３が第１のポート２．６内へ挿入されて未使用のニードル・アセンブリ１
．１に係合するとき、注射デバイス３は、第１の制御アーム２．１５にカップリングされ
た第１の制御要素２．１３（図５に示す）に係合することができる。第１の制御要素２．
１３は、第１のポート２．６内に形成された空間内に位置する突出部とすることができる
。注射デバイス３が制御要素２．１３に係合するとき、第１の制御要素２．１３は、空間
内で変位される。第１の制御要素２．１３の変位により、第１の制御アーム２．１５は偏
向して第１のフック２．１５．１を第１の突起２．９．１．１から係合解除し、第１のカ
バー２．９．１はチャネル２．８内で第１のばね２．１７の力を受けて第１の区間２．８
．１の方へ戻ることが可能になる。
【００３７】
　図６Ｄに示すように、第１のカバー２．９．１を動かすことで第２のポート２．７を露
出させ、注射デバイス３を第１のポート２．６から取り外すことで、第１の制御アーム２
．１５が非偏向位置へ戻ることが可能になる。注射デバイス３’が第２のポート２．７内
へ挿入されて使用済みのニードル・アセンブリ１．１’を係合解除するとき、注射デバイ
ス３は、第２の制御アーム２．１６にカップリングされた第２の制御要素２．１４（図５
に示す）に係合することができる。第２の制御要素２．１４は、第２のポート２．７内に
形成された空間内に位置する突出部とすることができる。注射デバイス３が第２の制御要
素２．１４に係合するとき、第２の制御要素２．１４は、空間内で変位される。第２の制
御要素２．１４の変位により、第２の制御アーム２．１６は偏向して第２のフック２．１
６．１を第２の突起２．９．２．１から係合解除し、第２のカバー２．９．２はチャネル
２．８内で第２のばね２．１８の力を受けて第２の区間２．８．２の方へ戻ることが可能
になる。注射デバイス３を第２のポート２．６から取り外すことで、第２の制御アーム２
．１６が非偏向位置に戻ることが可能になる。
【００３８】
　本明細書に記載する装置、方法、および／またはシステム、ならびに実施形態の様々な
構成要素の修正（追加および／または除去）は、そのような修正およびそのあらゆる均等
物を包含する本発明の完全な範囲および精神から逸脱することなく加えることができるこ
とが、当業者には理解されよう。
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【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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【図４Ｃ】

【図５】
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【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図６Ｄ】
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